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2026年11月９日 

各      位 
会 社 名  清 水 建 設 株 式 会 社            

代 表 者 名 取締役社長 新村 達也 
（コード：1803  東証プライム・名証プレミア） 
問 合 せ 先  経 理 部 長 蜂屋 隆之 

TEL 03-3561-1111（大代表） 

 
 
 

業績予想の修正並びに剰余金の配当（中間配当）及び 

期末配当予想の修正（増配）に関するお知らせ 
 

 2026年７月30日に公表いたしました、2027年３月期の通期業績予想（連結・個別）、剰余金

の配当（中間配当）及び期末配当予想を下記のとおり修正しますので、お知らせいたします。   

 

 
記 

 
１． 業績予想数値の修正 

（１）連結業績予想の修正 
 

2027年３月期（2026年４月１日～2027年３月31日）            (単位：百万円) 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主
に帰属する
当期純利益 

１株当たり
当期純利益 

前回発表予想  (Ａ) 2,310,000 153,000 183,500 165,500 243円72銭 

今回修正予想  (Ｂ) 2,380,000 192,000 221,500 186,000 275円27銭 

増減額   (Ｂ)－(Ａ) 70,000 39,000 38,000 20,500  

増減率     (％) 3.0 25.5 20.7 12.4  

(参考)前期実績(2026年３月期) 2,057,802 118,669 122,324 126,617 186円68銭 

 
 
（２）個別業績予想の修正 
 

2027年３月期（2026年４月１日～2027年３月31日）            (単位：百万円) 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり

当期純利益 

前回発表予想  (Ａ) 1,750,000 123,000 129,000 124,000 182円57銭 

今回修正予想  (Ｂ) 1,810,000 160,000 164,500 142,000 210円12銭 

増減額   (Ｂ)－(Ａ) 60,000 37,000 35,500 18,000  

増減率     (％) 3.4 30.1 27.5 14.5  

(参考)前期実績(2026年３月期) 1,589,544 84,269 96,374 132,947 196円02銭 
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２． 修正の理由 

＜個別業績予想＞ 

売上高は、主として国内建築工事の施工が順調に進捗し、完成工事高が増加する見通しと

なったことから、前回予想に比べ600億円の増加で見込みます。 

営業利益は、国内の建築工事及び土木工事において、追加変更工事の獲得や工事原価の圧縮

などにより採算改善が進み、完成工事総利益が増加する見込みとなったことから、前回予想に

比べ370億円の増益で見込みます。 

なお、完成工事利益率は、前回予想の12.7%（建築13.2%、土木10.0%）に対し、14.5%（建築

15.3%、土木11.0%）となる見込みです。 

また、特別利益（投資有価証券売却益）を、一部銘柄の株価下落などに伴い前回予想から

100億円の減少で見込み、当期純利益については、前回予想に比べ180億円の増益で見込みます。 

 

＜連結業績予想＞ 

 主として個別業績予想の修正に伴い、連結業績予想を修正するものです。 

 

(注)上記の業績予想は、本資料の発表日現在入手可能な情報に基づいて作成しています。実際の業績は、

様々な要因により予想値と異なる可能性があります。 

 

３． 剰余金の配当（中間配当）及び期末配当予想の修正 

（１） 剰余金の配当（中間配当） 

 
決定額 

直近の配当予想 

(2026年７月30日公表) 

前期実績 

(2026年３月期) 

基 準 日 2026年９月30日 同左 2025年９月30日 

１株当たり配当金 44円50銭 38円50銭 22円00銭 

配 当 金 の 総 額 29,974百万円 － 14,884百万円 

効 力 発 生 日 2026年12月２日 － 2025年12月２日 

配 当 原 資 利益剰余金 － 利益剰余金 

（２）期末配当予想の修正 

  年間配当金 

  第２四半期末 期 末 合 計 

  円 銭 円 銭 円 銭 

前回発表予想 38.50 38.50 77.00 

今回修正予想   44.50 89.00 

当期実績 44.50    

(参考)前期実績 

（2026年３月期） 
22.00  50.00 72.00 
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（３）修正の理由 

当社は、長期的発展の礎となる財務体質の強化と安定配当を基本方針とし、成長により稼

得した利益を連結配当性向40％を目安に還元する方針としております。 

この方針のもと、今回の通期業績予想の修正に伴い、中間配当を前回予想の38円50銭から

６円増配の44円50銭とすることを本日開催の取締役会で決議するとともに、期末配当予想を

前回予想の38円50銭から６円増配の44円50銭に修正いたします。 

これにより、年間配当予想は、前回予想の77円から12円増配の89円となります。 

なお、親会社株主に帰属する当期純利益に含まれる負ののれん相当額355億円は、キャッ

シュインを伴わない連結決算手続き上の利益であるため、親会社株主に帰属する当期純利益

から除いて配当金を算出しております。 

 

以  上 


